
第2章

第１節

防衛大綱

「防衛計画の大綱」は、安全保障の基本方針、防衛力の意義や役割、さらには、これらに基づく、自衛隊の具体
的な体制、主要装備の整備目標の水準といった今後の防衛力の基本的指針を示すものである。
防衛計画の大綱は、「昭和５２年度以降に係る防衛計画の大綱」（５１大綱）、「平成８年度以降に係る防衛計画の大
綱」（０７大綱）、「平成１７年度以降に係る防衛計画の大綱」（１６大綱）、１０（平成２２）年１２月に策定された「平成２３年度以
降に係る防衛計画の大綱」（２２大綱）と４度にわたり策定されている。
本章では、２２大綱の策定の背景およびその内容について説明する。

参照 資料７

２２大綱策定の背景

２２大綱の策定にあたって考慮した事項は、次のとおりである。

１ 国際情勢全般－課題の複雑化と軍事力の役割の一層の多様化
国家間の相互依存関係はますます進展し、主要国間の大
規模戦争の蓋然性が低下する一方、一国で生じた混乱や安
全保障上の問題の影響が直ちに世界に波及するリスクの高
まりが顕著となりつつある。そのような中、地域紛争に加
え、領土や主権、経済権益などをめぐって、武力紛争には
至らないような、いわばグレーゾーンでの対立が増加する
傾向にある。また、中国・インド・ロシアなどの国力の増
大ともあいまって、米国の影響力が相対的に変化しつつあ
り、グローバルなパワーバランスにも変化が生じている。
大量破壊兵器や弾道ミサイルの拡散、国際テロ組織、海
賊行為などへの対応は引き続き差し迫った課題であるが、
これに加え、地域紛争や、統治機構が弱体化または破綻し
た国家の存在も、グローバルな安全保障環境に影響を与え
得る課題である。また、海洋、宇宙、サイバー空間の安定

的利用に対するリスクが新たな課題となってきているほ
か、長期的には、気候変動の問題が安全保障環境にもたら
す影響にも留意することが必要である。
こうしたグローバルな安全保障課題は、複数の問題（国
際テロ、統治機構の弱体化など）が複雑に絡み合いなが
ら、国境を超えた安全保障問題に発展する傾向が強く、一
国のみで対応することは極めて困難であり、利益を共有す
る国々が平素から協力して取り組むことが重要となってい
る。
このような状況の中で、国際社会における軍事力の役割
は一層多様化しており、武力紛争の抑止・対処、国家間の
信頼醸成・友好関係の増進のほか、紛争の予防から復興支
援などの平和構築、さらには人道支援・災害救援、海賊対
処などの非伝統的安全保障分野において、非軍事部門とも
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連携・協力しつつ、軍事力が重要な役割を果たす機会が増 加している。

２ アジア太平洋地域の情勢－協力関係の深化と不透明・不確実な要素
相互依存関係が拡大・深化する中、安全保障課題の解決
のため、国家間の協力関係の充実・強化が図られており、
特に非伝統的安全保障分野を中心に、問題解決に向けた具
体的な協力が進展しつつある。
一方、中国、インド、ロシアの国力の増大がもたらすグ
ローバルなパワーバランスの変化は、この地域において顕
著に表れている。わが国周辺地域には、依然として核戦力
を含む大規模な軍事力が集中しており、多数の国が軍事力
を近代化し、軍や関係機関による活動を活発化させてい
る。また、領土や海洋をめぐる問題や、朝鮮半島や台湾海
峡などをめぐる問題が存在するなど、不透明・不確実な要
素が残されている。
北朝鮮は、大量破壊兵器や弾道ミサイルの開発、配備、
拡散などを継続するとともに、大規模な特殊部隊を保持し
ているほか、朝鮮半島において軍事的な挑発行動を繰り返
している。このような軍事的な動きは、わが国を含む地域
の安全保障における喫緊かつ重大な不安定要因であるとと
もに、国際的な拡散防止の努力に対する深刻な課題となっ

ている。大国として成長を続ける中国は、世界と地域のた
めに重要な役割を果たしつつある。一方で、中国は国防費
を継続的に増加し、核・ミサイル戦力や海・空軍を中心と
した軍事力の広範かつ急速な近代化を進め、戦力を遠方に
投射する能力の強化に取り組んでいるほか、周辺海域にお
いて活動を拡大・活発化させており、このような動向は、
中国の軍事や安全保障に関する透明性の不足とあいまっ
て、地域・国際社会の懸念事項となっている。ロシアにつ
いては、極東地域における軍事力の規模を冷戦終結以降大
幅に縮減しているものの、軍事活動は引き続き活発化の傾
向にある。
このような中で、米国は、日本、韓国、オーストラリア
などの同盟国およびパートナー国との協力を一層重視し
て、二国間・多国間の枠組を活用した安全保障関係の強化
を図るなど、この地域への関与を強めている。このような
取組は、アジア太平洋地域の平和と安定に重要な役割を果
たすとともに、米国がグローバルな安全保障課題に取り組
むための基盤ともなっている。

３ わが国の特性
わが国は、広大な海域を有し、外国からの食糧・資源や
海外の市場に多くを依存する貿易立国であり、わが国の繁
栄には海洋の安全確保や国際秩序の安定などが不可欠であ
る。また、わが国は、四方を海で囲まれ長大な海岸線と多

くの島嶼を有するという地理的要素を持つ一方、災害が発
生しやすいことに加え、都市部に産業・人口・情報基盤が
集中するうえ、沿岸部に重要施設を多数抱えるといった安
全保障上の脆弱性を持っている。

４ わが国が取り組むべき課題
１から３を踏まえると、大規模着上陸侵攻などのわが国
の存立を脅かすような本格的な侵略事態が生起する可能性
は低いものの、わが国を取り巻く安全保障課題や不安定要
因は、多様で複雑かつ重層的なものとなっており、わが国
としては、これらに起因する様々な事態に的確に対応する

必要があるとともに、地域の安全保障課題に加え、グロー
バルな安全保障課題に対し、同盟国、友好国その他の関係
各国と協力して、積極的に取り組むことが重要になってい
る。

第Ⅱ部 わが国の防衛政策の基本と動的防衛力
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